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〔別添資料１－１〕質の高い大学教育推進プログラム（教育 GP）概要 
 

質の高い大学教育推進プログラム「地域貢献活動を活用した理系女性人材育成」 
 
○活動の目的 
この取組では、理学部の基礎的知識を身につけた本学の学生を、理学部で実施する地域貢献

活動に能動的に参加させることで、学生の専門の勉学へのモチベーションを高め、広い視野、

論理的思考、豊かなコミュニケーション能力、問題解決能力をもった理系女性人材育成を図り、

その結果として理学部に対する社会の期待に応えることを目標としています。 
 

 
 
 
○具体的な取組 
この取り組みでは、学生能動参加型授業（サイエン

ス・オープンラボ）を開講します。 主として３回生

が受講するサイエンス・オープンラボⅠでは、学生は

自身の持つ専門科目の知識を基盤として、 自ら立

案・企画し、小中高生や一般市民に対して最近の専門

分野の内容を教え、実験提示します。 前年度の単位

取得者が受講するサイエンス・オープンラボⅡでは、

学生は理学部５学科の共催体制による専門分野を越

えたアクティブ連鎖に加え、 学年や年度を越えたア

クティブ連鎖を体験し、理系のリーダーとしての資質

を身に付けます。 
 さらに、授業での学習・経験・反省を生かして、毎

年奈良県で開催されている「青少年のための科学の祭

典・奈良大会」などの地域連携活動に積極的に参加さ

せます。 教員は理学部の地域貢献活動としてのレベ

ルを保ち、また学生リーダーとしての資質の育成を目

指しながらも、学生の主体性に配慮した指導を行いま

す。 授業の最後に学生と教員がアンケート結果等を

元に討論会を開催し、本授業を総括します。 
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〔別添資料１－２〕「健康運動指導士」資格取得のための必要科目（１・２年次生用） 
（「平成 21年度専門教育ガイド」から抜粋） 
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〔別添資料１－３〕大学院教育改革支援プログラム（大学院 GP）概要 
 

大学院教育改革支援プログラム「女性の高度な職業能力を開発する実践的教育」 
 
本プログラムの基本的な特徴は、歴史的に培われた本学の総合力を生かし、社会・文化・人

間・環境・生活に関する専門的教育研究に加え、実習・実践的な側面を強化したカリキュラム

を編成している。 各専門領域で「実践基礎群」・「実践応用群」科目を展開し、従来の演習科

目に加え調査やフィールドワークを基礎に、情報処理・分析や制作、企画・マネジメント、表

現・プレゼンテーション等の能力、およびそれらを発信するコミュニケーション能力などを養

成する。 

○具体的で関心に密着した実践基礎群科目 
限定された課題や能力に関わる、比較的短期で展開する実践基礎群科目を強化・新設し、技

術・技能の開発・伝達をめざし、学生の実践的な関心に応える。これらの授業は、専任教員の

みでなく、専門的な職域で深い知識や豊かな経験と能力を発揮している社会人や本研究科修了

者をゲストスピーカーとして招くなど、多彩に展開される。 
 
○専門的能力を磨き上げる実践応用群

科目 
従来の演習科目の内容を充実させた

り、あるいは新設したりして実践応用群

科目を作り、１年次の後半から２年次に

かけての時期を中心に密度の濃い実践

的学習を行う。この科目群では、現地調

査やフィールドワーク、制作実習など、

座学では得られない実践的かつ専門的

能力の向上をめざす。 
 
○イニシアティブ授業を継承し、研究者

養成も 
高度な専門的知識を提供する現在の

専門基礎、専門応用の２つの科目群につ

いて各々の授業の改善を図る。また、主

として研究者養成を念頭に置いた「魅力

ある大学院教育」イニシアティブ「生活

環境の課題発見・解決型女性研究者養

成」事業を、高度な専門的能力の育成を

図る方向で継承し、マネジメント能力を養成する研究マネジメント群科目や自覚的にキャリア

形成を図るためのキャリア形成群科目を・充実させる。 
 
○学生の意欲を高め、自主的な活動をバックアップ 
 自主的な研究会・セミナーや本学の地域貢献事業の企画と運営に参加する機会を設けること

によって、生きた能力を身に着けることをめざす。各種の授業や機会を系統的に活用すること

で、着想と提案の意欲と能力を備え、実践型の企画・マネジメント能力等に秀でる女性を社会

に送り出す。学生による自主的なセミナー開催を人的・経済的にバックアップし、学生個人の

口頭発表や作品の発表を経済的に支援する。 
 
○博士後期課程 

社会生活環境学専攻は、研究者及び高度専門職業人の養成を目的としており、上記プログラ

ムを経て進学した学生について、より高度な実践的能力を開発する。社会のニーズに直結する

実践的研究課題を追求する研究者や、専門知識を背景に組織を指揮・運営する女性リーダーを

めざすよう促す。 
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大学院教育改革支援プログラム「理系の実践型女性科学者育成」 

 
本教育プログラムは、本学大学院におけるこれまでの実績や経験をさらに発展させ、専門知

識や能力を実践の場で活用し、幅広く社会で活躍できる理系の実践型女性科学者の育成を図る

ものである。この目的を達成するため、本教育プログラムでは、本学大学院の教育課程を基盤

とし、以下に掲げる取組みを教育プログラムの柱とする。各専門分野の基礎能力の育成のため

の「専門コア科目群」、学際的な分野への対応能力の涵養のための「専門横断科目群」、学生

の自立的な研究遂行能力や企画・プレゼンテーション能力の育成のための「論文作成科目群」

と「キャリア形成科目群」などの科目群をおき、さらに社会から求められる実践力をもつ高度

な専門職業人の育成のために「実践科目群」を新設する。このような科目群による教育課程に

基づく指導を適切なプロセス管理の下で進め、理系の実践型女性科学者育成という教育目標の

実現を図る。 
 
本教育プログラムの柱 

１.専門知識の修得[専門コア科目群]：各専門分野での専門知識を授ける。 
２.分野横断的知識修得[専門横断科目群]：多様な分野の教員がオムニバス形式で講義を行い、

動きの速い知識基盤社会で必要とされる新分野、異分野に対応できる知識・能力を培う。 
３.論文作成[論文作成科目群]：セメスター毎にセミナー形式論文作成指導を行う。 
４.キャリア形成[キャリア形成科目群]： 
４-１.英語能力・プレゼンテーション能力向上：科学英語能力・プレゼンテーション能力の向

上を目指した科目科学英語プレゼンテーション、海外科学英語実習を開講し、国際社会で活

躍できる能力を培う。 
４-２.学生の自立的企画力向上：学生が自ら

企画しテーマを決める科目院生企画セミ

ナー、科学情報発信セミナーを開講する。

学生自らが、招聘する外国人を含めた優れ

た研究者を決定するなどして高度な学術

研究に接する機会を作る。 
４-３.女性科学者としての目標設定：国内外

の女性科学者のインタビューなどの交流

を行う科目女性先端科学者セミナー、女性

先端科学者キャリア実習を開講し、女性科

学者としての目標設定の一助とする。 
５.実務的能力の育成[実践科目群]: 
５-１.双方向型インターンによる知識を実

践に応用する能力向上：本学社会連携セン

ターと連携し、大学でも派遣先での実務に

関する研究ができる環境を設定し、教員が

インターンの研究内容に関われる形のイ

ンターン実習科目双方向型インターン実

習、企画インターン実習を開講する。これ

により専門知識を実務に応用する能力を

身につける。 
５-２.グループワークによる表現力、交渉力

の向上：従来の理論や実験結果から研究課

題を発見することや未解決問題の新しい

アプローチを探ることなどを課題とする

グループワーク演習を開講し、表現力や交

渉能力を磨く。 
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〔別添資料１－４〕高大連携特別教育プログラム概要 
 

男女共同参画社会をリードする女性人材の育成を目指す高大連携特別教育プログラム 
 

１．目的 
奈良女子大学は、基本理念に「男女共同参画社会をリードする女性人材の育成」を掲げ、平

成16年度の国立大学法人化に際しても、この理念の実現は国立女子大学として目指すべき最も

重要な中期目標とされ、教育・学生支援はもちろんのこと、研究、対外連携、管理運営を含む、

あらゆる業務運営を女性人材の育成という目標に向けて収斂させてきた。 
一方、大学を取り巻く新しい環境に対応した大学のあり方をめぐって、『学士課程教育の構

築に向けて』（中央教育審議会大学分科会制度･教育部会、平成20年3月25日)にあるように、「受

験生、大学の双方が多様化する中で、学士課程教育の質の維持・向上の前提として、高等学校

と大学間の円滑な接続を実現し、両者の希望のマッチングを図るため、高等学校の出口管理や

大学入試のシステムを改善することが求められている」ところである。 
以上のような状況のもと、附属学校園を有し、様々な取組を実施してきた本学は、高等学校

教育との接続を視野に入れて、その目標である「男女共同参画社会をリードする女性人材の育

成」の強化を図るとともに、高大連携・接続の観点を踏まえた入学者選抜方法を検証するため

に、附属中等教育学校と連携して「男女共同参画社会をリードする女性人材の育成を目指す高

大連携特別教育プログラム」を実施することとした。 
 

２．奈良女子大学と附属中等教育学校との連携教育の実績 
(１) アカデミックガイダンス(AG)：４・５年生全員が必修（平成20年度までは３・４年生全員

必修） 
(２) キャリアガイダンス(CG)：５年生全員必修 
(３) スーパーサイエンスハイスクール(SSH)における連携 
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〔別添資料１－５〕女子中高生のための関西科学塾 2009 
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〔別添資料１－６〕文学部コース制の概要 
 
文学部では、以前から新入生は特定の学科に所属せず、大学で学ぶ中で自分の専門を決める

ようにしてきた。これまでは、２年次に進む前に 10の専攻のいずれかに分かれ、卒業まで専攻

に所属して学んできた。 
新しい「コース制」では、２年次に進む前に、まず人文社会学科・言語文化学科・人間科学

科の３つの学科のどこに所属するかを決める。学科にはいくつかのコースがあり、学生はそれ

らのいずれかに沿って学習計画を立てていくが、２年次の間はコースを変更することが可能と

なっている。 
 ３年次に進む前に、自分の進むコースを決定する。そして自らの研究テーマを定めて、卒業

論文へとつなげていく。 
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〔別添資料１－７〕シラバスの WEB入力システム（大学ホームページから抜粋） 
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〔別添資料１－８〕教員免許状更新講習 
 
○教員免許状更新講習－平成 21年度開講講座一覧 
 

講  座  名 開講日 受講者数 主な受講対象 

8/6～7 88 
教育の最新事情 

8/22～23 53 
全教諭 

幼小連携の意義と課題 8/10 14 幼・小教諭 

総合学習のカリキュラム開発と指導法 8/8 15 小・中教諭 

子どもの「不思議感」を活かした小学校理科の 
指導法 

8/11 11 小教諭 

心身の健康を育む生徒指導論 8/5 64 中・高教諭 

国語ギライにどう教える？ 8/11 40 

「万葉集」をどう教えるか？ 8/10 32 
中・高教諭（国語科） 

伝統文化と生活を教材化する 8/20 32 

地域を読む／社会を読む 8/19 14 
中・高教諭 

地域史と交流史の立体交差 8/21 11 
中（社会科） 
高（地歴・公）教諭 

「自分のからだとのつきあい方」を考える 8/10 12 中・高（保体） 

英語学の潮流と英語圏の言語、文化、文学 8/10 24 

奈良女子大学および附属中等教育学校における 
英語授業の紹介と実践 

8/11 21 
中・高教諭（英語科） 

共通科目－環境、資源・エネルギー 8/24 ３ 

高校理科・物理 8/19 ２ 

高校理科・化学 8/20 ６ 

高校理科・生物 8/18 ５ 

高教諭（理科） 

教科書の数学から最先端の数学へ 8/20 12 

数学の基礎と応用 8/21 15 
中・高教諭（数学科） 

情報関連教員共通コース 8/17 ５ 
高教諭 
（理科・数学科・情報科） 

情報教育関連教育コース（１） 8/18 １ 

情報教育関連教育コース（２） 8/19 ０ 

高教諭 
（情報科） 

家庭科講習１ 8/10 14 

家庭科講習２ 8/11 13 
中・高教諭（家庭科） 

子供が自ら学ぶ学習法 2010/2/6 ４ 小教諭 
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○「免許状更新講習課題解決型研究開発事業」実施計画書 
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〔別添資料１－９〕女性教員の採用促進に関するアクションプラン 
 
 

 
 
 
 
 
 
〔別添資料１－10〕附属図書館「ラーニング・コモンズ」、「グループ学習室」 

（大学ホームページから抜粋） 
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〔別添資料１－11〕女性のライフサイクルに配慮した教育研究環境整備 
 

 

 
 
 
 
 
 
〔別添資料１－12〕授業料免除対象者数の推移 
 

 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 

申 請 者 571名 549名 638名 718名 

全額免除者 249名 211名 132名 40名 

半額免除者 130名 210名 358名 567名 

免除者合計 379名 421名 490名 607名 
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〔別添資料１－13〕経済情勢の変動に伴う緊急経済支援のための特例授業料免除規程 
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〔別添資料２－１〕アジア・ジェンダー文化学研究センターを中心とした研究推進 
 
○プロジェクト研究「帰国留学生のキャリア形成とライフコースに関する調査」 
 （アジア・ジェンダー文化学研究センターニューズレター No.9から抜粋） 
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○アンケート調査「学生の進路選択に関するジェンダー意識―理系を目指す女子の進路選択の

要因」 
 

 
 

（中略） 
 

 
 

（中略） 
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〔別添資料２－２〕奈良盆地歴史地理データベース（GISデータベース） 
         （大学ホームページから抜粋） 
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〔別添資料２－３〕奈良女子大学メールマガジンの年度別発信数と登録者数推移 

 平成 18年度 平成 19年度 平成 20年度 平成 21年度 

発信数（回） 48 48 50 50 

登録者数（人） 482 604 704 735 

※登録者数は、それぞれの年度の３月末現在の数字 
 
 
 
 
 
 
 
〔別添資料２－４〕適切な研究者配置によるプロジェクト推進 
 
○「古代史・環境史プロテオミクス研究創生事業」の実施体制等 
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○「異分野融合による方法的革新を目指した人文・社会科学研究推進事業」の実施体制等 
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〔別添資料２－５〕学内施設の有効活用による研究環境整備 
 
○フィッティングルーム・フレックスコーナーを設置した総合研究棟（文学系 S棟）図面 
 

 
 
 
○大学資料室（収蔵庫）の整備 
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〔別添資料２－６〕大学と附属学校園との連携による共同研究の推進 
 
○教育シンポジウム「奈良女子大学附属学校園から日本の教育を考える」 

 
 
 
 
○高大連携特別教育プログラム実施委員会資料 

「高大連携特別教育プログラム研究専門部会設置及び研究活動について」（一部抜粋） 
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〔別添資料３－１〕国際学術交流協定締結校一覧 
 

※赤字は、平成 20、21年度中に締結した協定校 
 

 締  結  校  名 締結年月日 

１ 西安工程大学（中国） 1988. 2. 1 

２ 南京大学（中国） 1994.10. 1 

３ 香港理工大学（中国） 1996. 1. 1 

４ オックスフォード大学 オーリエル・コレッジ（連合王国） 1996. 7.23 

５ ベトナム国家大学（ベトナム） 1996. 9. 5 

６ キャンベラ大学（オーストラリア） 1997. 2.10 

７ 梨花女子大学（韓国） 1997. 2.28 

８ 蘇州大学（中国） 1998. 4. 2 

９ 西安交通大学（中国） 1999. 3.15 

10 クィーンマーガレット・ユニバーシティコレッジ（連合王国） 1999. 3.18 

11 キャロル・マルチンコウスキー・ポズナン医科学大学（ポーランド） 1999. 4.26 

12 グラーツ大学（オーストリア） 1999.12.16 

13 ノースカロライナ大学 グリーンズボロ校（アメリカ） 2000. 2.28 

14 ミルズカレッジ（アメリカ） 2000. 3.30 

15 東華大学繊維学部（中国） 2000.10. 5 

16 ルーヴェン・カトリック大学（ベルギー） 2000.11.28 

17 ソウル大学生活科学部（韓国） 2001. 3. 7 

18 ロシア人民友好大学（ロシア） 2001. 5.29 

19 ハノイ教育大学（ベトナム） 2001. 9.26 

20 新疆大学（中国） 2002. 3.26 

21 カブール大学（アフガニスタン） 2003. 3.28 

22 アフガニスタン教育大学（アフガニスタン） 2003. 3.28 

23 バングラデシュ農科大学（バングラデシュ） 2003. 8.20 

24 武漢大学（中国） 2003.10.15 

25 ボローニャ大学文学部（イタリア） 2005. 3.24 

26 パリ・ディドロ パリ第７大学（フランス） 2005.10.17 

27 トリアー大学第二文学部（ドイツ） 2006. 3.30 

28 レスター大学（連合王国） 2006. 7. 5 

29 国立清華大学（台湾） 2007. 8.24 

30 内蒙古大学蒙古学学院（中国） 2007.12.25 

31 ベトナム国家大学ハノイ 外国語大学（ベトナム） 2009. 3.12 

32 ベトナム国家大学ハノイ 人文社会科学大学（ベトナム） 2009. 5.26 

33 東海大学（台湾） 2009. 9.24 

34 ベトナム貿易大学（ベトナム） 2010. 3.29 

35 ハノイ大学 2010. 3.30 
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〔別添資料３－２〕奈良地域留学生交流推進会議 
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〔別添資料３－３〕アフガニスタン女子教育支援のための女性教員研修 
 

五女子大学コンソーシアム 
（お茶の水女子大学、東京女子大学、日本女子大学、津田塾大学、奈良女子大学） 
 
五女子大学コンソーシアムが平成 14年度～18年度にアフガニスタンの女性教員（各年度 20

名～10名：総勢 71名）に対し研修を実施していたが、平成 18年度限りで JICAの支援が打ち

切りとなり、本研修については同年度をもって終了することとなった。五女子大学コンソーシ

アムにおいては、５年間に蓄積された研修のノウハウを今後も活かすため、従来のアフガニス

タン女子教育支援に限定することなく、広く開発途上国の女子教育に関する支援等も視野に入

れ、平成 18年 11月１日付けで、五女子大学間で新たな協定を締結した。 
今後の支援のあり方等を再検討し、松浪文部科学省副大臣（当時）、JICA 理事長、アフガニ

スタン関係者等からの改めての研修実施の要望もあり、平成 20年度において五女子大学コンソ

ーシアムとして JICA公募事業の「青年研修事業」に申請し、新たな事業として再開することと

なった。 
     平成 20年度  （平成 21年 1月 22日～24日実施）研修員：13名 
     平成 21年度  （平成 22年 1月 21日～23日実施）研修員：15名 
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